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学位論文審査結果の要旨．

以下に、佐藤恒氏による学位論文の審査結果の要旨を述べる。

マウスではMeil遺伝子のmuta世c､が減数分裂停止による無精子症を引き起こ
すことが報告されている。木髄文は、マウスMeilcDNAを基にヒトＭＥｎ
ｃＤＭを単離し、その組織発現パターンを解析するとともに、ヒトＭＥ、遺伝
子異常とヒト無精子症との関係を明らかにするため、組織学的に減数分裂停止
による無精子症と診断された患者のgBnomicDNAを用いて変異解析を行ったも
のである。遺伝子の解析はすべて科学的に妥当な方法で行われており、また患
者と正常コントロール群の比較解析でも、この研究に関連した各研究施設の倫
理委員会の承鰭を得てから妥当な方法を用いて行われている。
得られた結果の主たる点は、単離されたヒトＭＥＩ１ｃＤＭｋは２つの転写体か
らなり、ヒトR囮１１遺伝子は16個のニクソンから梢成されること､:ヒト､囮１１

遺伝i子は精巣にほぼ特異的に強発現していること、無精子症患者のシーケンス
解析により、openzBadmgEmme内に鯛のBmdenudeotidepOUymcrphiBm
Glmが検出され、SNPのゲノタイプとアレルの発現頻度には無精子症患者と
コントロール群の間で有意差があり、またこの遺伝子多型の発現には人種差が
あることである．。
ヒトの糖子形成に関与する遮伝子異常については不明な点が多いが、本研究

はヒト1囮１１遺伝子とヒト輔子形成との関係を示した最初の髄文であり、学術
的価値はきわめて高いと判断される。また、本職i文は佐藤恒氏の十分な学問
的知織に裏打ちされたものであり、学位騎文としてふさわしい内容であると判
断する。
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